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論文要旨

美空ひばりの歌手としての誕生期は、第二次大戦後の占領期すなわち1945年9月から1952年 4月までの時期

と重なっている。誕生期のひばりにおいて特徴的なのは、占領期の歌謡映画で他人のオリジナル曲を歌ってお

り、しかもそれが「真似ていながら、真似ではないj と評されていることである。そこにはヨーロッパの芸術

論においてずっと議論されてきたコピーとオリジナルの問題が見てとれる。本稿で明らかにしようとするのは、

この問題が誕生期の美空ひばりにあっては相互補完的にひばりの歌それ自体に関わる固有のものではないかと

いうことである O

第一章では誕生期のひばりにおける大人びた歌の上手さと少女という外見との不均衡から生じる異様さにつ

いて検証する。第二章では占領期の歌謡映画における美空ひばりの歌の独自性が、ひばりの歌の上手さとの関

連から論じられる。第三章では誕生期のひばりにおけるコピ」とオリジナルの問題が考察される。そこではコ

ピーという概念の根源にあるミメーシスの概念にも言及される。いずれの章においても美空ひばりの歌を取り

巻ベさまざまな文化史的文脈あるいは人脈を考慮しながら論述することに力点が置かれる O

キーワード:コピーとオリジナル、歌謡映画

「どの国民の歌も、その国民に国有の感情、衝動、物の

見方についての最良の証人であり、その国民の思考および

知覚方法の真の注釈、それも当の国民自身の喜ばしい口元

からの注釈なのだ。lJ(]. G.ヘルダ-r人類史哲学考j第

八巻第四章)

はじめに

戦後日本を代表する歌手の一人である美空ひばり

(1937-89)についての言説は、没後20年の2009年においても

止むことがない 20 戦後40年以上も芸能活動を行った美空

ひばりは今なお「歌謡界の女王つあるいは「日本歌謡曲史

上最大のスタアリと呼ばれるが、こうした一種のレッテル

付けは、 40年を超えるひばりの多様な活動の全体像を覆い

隠しかねない。

形態のような美空和枝として芸能界にデビューしたのは、

敗戦直後の1946年 9丹、横浜・磯子の映画館「アテネ劇場」

という舞台においてであった 5。その後ひばりはミュージカ

ル風の映画 f踊る竜宮城J(1949年 8月)において映画デ

ビューを果たし、挿入歌「河童ブギウギJ(1949年 8月)と

いう自らのオリジナル曲によりレコード歌手としてデ

ピ、ューする 6。したがって美空ひばりの実質的なデビュー

は、オリジナノレ曲を持つレコード歌手としてではなく、当

時のヒット曲をコピーする物真似歌手として、まず舞台;こ

おいてであった。

美空ひばりが本名・加藤和枝と芸名・美空ひばりの中間

ただ現在のところデビュー時の舞台での映像は残ってお

らず、また出演した最初の映画『のど自慢狂時代j(1949年

3月)についても、ひばりが笠宮シヅ子の「セコハン娘j

(1947年11月)を歌ったとされる場面のフィルムの存在は

確認されていない。したがってデビュー当時の美空ひばり

の歌について考察するうえで必要となるのは、美空ひばり
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の姿と声が最初に確認できる f新東京音頭・びっくり五人

男J(1949年 6月。以下、本稿では fびっくり五人男jと略

記)以後の映画に基づいて、ひばりが歌う場面を検証する

ことである 70

問題の所在

しかしながら、これらの映画に関する考察は、近年ひば

り映画の重要性が強調されているにもかかわらずヘ f青空

天使j(1950年 5月)以外ほとんど行われていない9。また戦

後の歌謡研究に大きな足跡を残した平間正明の f美空ひば

りの芸術j(NESCO、1990年)も映画f憧れのハワイ航路j

(1950年 4月)との関連から初期のひばりを扱っているが、

この映画で歌われる「ひばりの花売娘J(1951年 2丹)には

言及していない。そもそも映画の中で歌謡曲が重要な役割

を果たす映画は、後述するように歌謡映画と呼ばれるが、

特にデビュー前後のひばりの出演する歌謡映画の特徴は、

ひばりが自分のオリジナル曲を歌うだけでなく他人のオリ

ジナノレ曲を模倣すなわちコピーしている点、にある O しかも

当時のひばりに関する記述の中には「真似ていながら、真

似ではない 10Jといった矛盾する表現が見られ、そこからは

美空ひばりの歌が他人の歌のたんなる模倣ではなかったこ

とが読みとれる。

なるほど1960年代後半以降に台頭するいわゆるシンガー

ソングライターは別として、現在の歌謡界でもデビュー曲

が大ヒットした歌手は、特に初めてアルバムを作るに際し

て自分のオリジナル曲が少ないため、カヴァーという形で

能人のオリジナル曲を歌う場合が少なくな，，:>11。ただそう

した場合でも順調にヒットが重なれば自分のオリジナル曲

だけでアルバムを構成することが可能となり、地人のオリ

ジナノレ曲を歌うことも次第になくなるのが通例であろう。

美空ひばりもまた[悲しき口笛J(1949年 9月)、「東京キッ

ドJ(1950年 7月)、「越後獅子の唄J(1950年12月)という

ふうに自分のオリジナルがヒットするにつれて、他人のオ

リジナルを歌うことはほとんどなくなる。それゆえ歌謡界

におけるコピーとオリジナルという問題は、歌手のデ

ビュー前後の時期に特有の一回的なものであるともいえよ

うO しかしデビュー時の美空ひばりにおいて特徴的なのは、

ひばりがレコードデビュー後も映画の中で他人のオリジナ

ル曲を歌っていることである。

美空ひばりにあっては、歌手としての誕生期が占領期、

すなわち GHQが東京に置かれた1945年 9月 2白から対日

講和条約が発効する1952年 4月28日までと重なっている。

ただし本稿では、ひばりが本名の加藤和枝から[美空和枝J

という名を経て「美空ひばりJを名乗る1947年10月から、

fひばりの花売娘Jのレコードが発売される1951年の 2月

8 

までに考察の期間を限定したうえで、この時期の美空ひば

りを[誕生期の美空ひばりJと呼ぶことにしたい 120 この時

期はまた歌謡映画が多く作られた時期であり、その意味で

も本稿は考察の対象と時期の点で、近年注呂されている占

領期の大衆文化に関する研究とも関連している 130

これらの事情をふまえたうえで本稿が明らかにしようと

するのは次のこと、すなわち前述の「真似ていながら、真

似ではないJという言葉に示されるコピーとオリジナルの

問題が、美空ひばりにあってはこ噴対立的なものでも、デ

ビュー前後の一回的なものでもなく、相互捕完的にひばり

の歌それ自体に関わる由有のものではないかということで

ある。

本稿が、レコードを中心とした従;来の美空ひばり研究と

は異なり 14、考察の対象を、誕生期の美空ひばりの声が記録

されているもう一つの媒体である映画に限定するのは次の

理由による。すなわち fびっくり五人男jなど DVD化され

た6本の映画で見聞きできる美空ひばりの歌声は計40分、

曲数にして23曲に達するのに対して、レコードはデビュー

曲の「河童ブギウギjから「東京キッドjおよびその B面

の「浮世船路Jに至るまで計10曲、分数に換算すると約30

分にとどまるからである O このように誕生期の美空ひばり

の歌声は、未復刻の映画も加えれば明らかにレコードより

も映画のほうに多く残されている。言い換えれば、これら

の映画における美空ひばりの歌声というのは、いわば人文

学研究における一次資料に相当するものであり、したがっ

て映画を顧慮しない美空ひばり研究は不十分なものと言わ

ざるをえないであろう O

方法論的諸前提

上述のように本稿は誕生期の美空ひばりについて彼女の

出演した映画を中心に考察するが、映画あるいは音楽が文

字資料でない以上、そこには従来の人文学における研究方

法とは異なる方法論上の困難が予想される。まず映画につ

いては、本稿の中心があくまでも美空ひばりの歌にあるた

め、映画史や映画独自の文法あるいは監督論や俳優論に重

点、を置く映画研究の方法は適用できない。また歌という点

では純粋な楽曲分析が必要とされようが、もとより筆者が

音楽の専門家でないこともあり、この視点からのアプロー

チは論を進めるうえで最低必要限なものにとどまらざるを

えない。その一方で美空ひばりの歌には歌詞が存在する以

上、歌詞の分析も不可欠となる O こうした文字テクストの

分析には文学研究の方法が適用可能であるが、歌詞分析だ

けに終始すると、映画や音楽との関連が見えなくなってし

まう O

そこで本稿では近年のポピュラー音楽研究における方法
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に手がかりを求めたい。東谷護によれば 15、まずポピュラー

音楽研究で考察の対象となるのは、本稿で扱う映画やレ

コ」ドに見られるように「主に二O世紀以降、すなわち複

製技捕の発展によって、大量配給が可能であり、商品化さ

れた音楽jである。そのさい重要なのは、楽曲をめぐる環

境や歴史に日を向けることであってJ芸術音楽のようにそ

れだけで完結されているとする音楽の自律性(オートノ

ミー)という思想に立脚した研究方法jではな l:¥160 すなわ

ち必要とされるのは、楽曲を、それが生産され受容された

種々の文脈から孤立させるのではなく、これらの文脈の中

に置き戻して考察することであるといえよう。またポピュ

ラー音楽研究においては「ポピュラ-Jという語の原義に

返って(popu!ar<pOpU!US)、楽曲を創り出し、演奏し、聴

く「人々 jの存在に目を向けることも不可欠である 170 本稿

においても、誕生期の美空ひばりの映画と歌をめぐる監督

や作曲家など、さまざまな人間の動きが重要な位置を占め

ることになろう。

以下においては、第一章でまず本稿の基本概念となるコ

ピーとオリジナルについて近代ヨーロツパにおける芸術論

との関連から説明したうえで、占領期の歌謡界および歌謡

映画について概観するとともに誕生期の美空ひばりに関す

る種々の伝記的記述を検討する。考察の中心となる伝記的

記述は、映画でひばりの姿や歌声が実際に確認で、きる以前

の時期についてのものであるが、そこでは、ひばりの大人

びた歌の上手さと少女という外見との不均衡が主題となっ

ている O

続く第二章では誕生期の美空ひばりの姿と声が最初に確

認できる映画 fびっくり五人男jを中心に、映画の中で他

人のオリジナル曲をコピーするひばりを中心に考察を加え

るO 具体的には、ひばりによるコピーをそのオリジナルと

比較対照することによって、映画におけるひばりの歌の独

自性を前述の「歌の上手さj との関連から明らかにする。

また「河童ブギウギjや「悲しき口笛」といった美空ひば

り自身のオリジナル曲については、映画とレコードにおけ

る歌の違いなどが検証される。

そして最後の第三章では映画 f撞れのハワイ航路jを中

心に、そこで初めて歌われる「ひばりの花売娘」というオ

リジナル曲の成立の経緯を歌謡曲における花売娘の系譜の

中に辿りながら、誕生期の美空ひばりにおけるコピーとオ

リジナルの問題を歌謡史的な側面から考察する。そこでは

コピーと、その根源にあるミメーシスの概念にも言及され

ることになろう。いずれの章においても近年のポピュラー

音楽研究の視座を意識しながら、ひばりの歌だけを孤立さ

せず、歌を取り巻くさまざまな文化史的な関連あるいは人

脈を考患しながら論述することに力点が置かれる。

第一章 占領期の歌謡界と誕生期の美空ひばり

1 近代ヨーロッパにおけるコピーとオリジナルの問題

通例コピーとオリジナルというニつの概念は二項対立的

な概念として、すなわちコピーはオリジナルの物真似ある

いは模倣を、オリジナノレは、コピーされる原作を意味する

概念として使用されることが多いと思われる。したがって

コピーという言葉には、たとえばコピー商品の横行といっ

た表現に見られるように、本物に対する偽物という否定的

側面が常につきまとっている。しかしながら模倣という意

味でのコピーが芸術の分野で否定的に見られるようになる

のは17世紀のフランスに起こった「新旧論争J以後の近代

ヨーロツパにおいてのことであり、それ以前は、古代ギリ

シアの彫刻作品といった絶対的な規範を模倣することに重

きが置かれていた 180

こうした模倣に力点を置く立場は「新旧論争jを契機と

して新たな様相を呈するに至る。すなわち芸術の創造に際

して、それまで絶対的な規範とされてきた古典古代芸術の

模倣を重視する立場と、近代人としての独創性を重視して

作品をいわば自分自身の内部から創造する立場が対立す

る。人々は芸術家をIB約聖書の神、すなわち『創世記j冒

頭に見られるように無からすべてを創造したとされる神に

次ぐ、あるいは神と同等の創造者と見なすものとして解釈

するようになる。そして模倣すなわちコピーが否定される

なかで、あたかも神の如く自分自身だけの力で創造を行う

芸術家は天才と呼ばれ、創造された作品ともども絶対的な

規範と見なされるに至り、オリジナルという語も作品のみ

ならず独創的な才能を有する芸術家自身とも関連づけられ

る190

しかしこの議論に深く関わった18世紀ドイツの思想家ヘ

ルダーによれば、そもそも神でない人間にとって無からの

創造は不可能であり、したがって創造とはつねに創作者の

眼前にある模範との関係にならざるをえない。へルダーは

これについて「コピーするオリジナルJCkopierendes Origi-

na120
) という形で答えようとする。この一見矛盾する表現

が意味するのは、過去の伝統をいっさい拒否して自分自身

の内面からのみ創造を行うのではなく、過去の伝統といか

に自分なりの方法で取り組むかということであり、そこに

こそ作者の独創性が存在しうるということである。それゆ

えへルダーの言う「コピーするオリジナルJとは、芸術に

おいて模倣を創造に不可欠な要素と考える人問、すなわち

伝統を自分なりに改変しながら継承するような人間であ

る。そしてこのような人間こそがヘルダーにとっては独創

的な人間であった。

たしかに芸術のどの分野においても模倣から始まること

は何も珍しいことではない。しかしこうした模倣段階は近
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代の芸術家においてはいわば見えざる起源であって、歌手

においても自分のオリジナル曲が発売される以前の修業過

程が表面に出ることはまずない。美空ひばりにあって興味

深いのは、このような起源が映儀化されて残っているとい

う点であろう。それゆえ本稿冒頭で言及した「真似ていな

がら、真似ではないJという誕生期の美空ひばりについて

与えられる撞着語法的な表現は、先輩歌手たちをいかに模

倣するかという点に歌手・美空ひばりの独創性があったこ

とを示したものともいえる。ただし「美空ひばりは、はじ

めから天才であった2つといった表現のように、ひばりに現

在もなお与えられる「天才」という表現は、多分に無から

の創造を想起させるニュアンスを含んでいる。その意味で

美空ひばりをめぐる言説は、映画とレコードという二十世

紀以後の複製技術の時代にありながら、今なおコピーとオ

リジナルを対立させるロマン主義的な天才観の文脈におい

てなされているといえよう O

2 占領期の歌謡界と歌謡映画

占領期における歌手の活動の場は戦前と同じく舞台と映

画とレコードであった。しかもこれらの場における芸能活

動は、敗戦直後の混乱や物資窮乏の状況にあったとはいえ、

むしろ盛んであったといえる O まず、誕生期の美空ひばり

の活動地であった横浜と東京について見るならば、占領に

伴って日本人立入禁止のいわゆるオフ・リミットの空間が

出現する。一つは進駐軍キャンプに置かれたクラブであり、

もう一つは東京宝塚劇場を接収して作ったアーニー・パイ

ル劇場である 22。すなわち占領期の横浜や東京では進駐軍

向けと日本人向けのこつの舞台空間が存在していた。後者

の代表的なものとしては有楽町の日本劇場(通称:日劇)

と浅草の国際劇場が挙げられる。劇場のプログラムは

ショー(実演)と映画の二本立てが多かったが、誕生期の

ひばりが実際に出演したとされる舞台は、野毛にあった横

浜国際劇場と浅草の国際劇場である。

他方、占領期の日本映画は GHQの下部組織である CIE

(民間情報教育局)と CDD(民間検閲支隊)による検聞が

義務づけられていた230 こうした中で歌謡映画と呼ばれる

映麗も数多く作られるが、映画というジャンル全体の中で

の位置づけは決して高いものではなく、あくまでも「メイ

ン作品の付録24Jすなわち B級映画と見なされてきた。そも

そも歌謡映画とは「歌謡曲がヒットして映画化された作品、

また映画主題歌とともに映画がヒットした作品 25Jを意味

し、歌手が映画の中でその題名となったヒット曲を歌うこ

とが原則となっている。ただ、ヒット曲と映画の結びつき

方はさまざまであり、両者の題名が一致していなくても映

画のたんなる挿入歌としてヒット曲が歌われる場合もあれ

ば、歌謡映画と呼ばれない映画にあっても『酔いどれ天使j
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(1948年 4月)における「ジャングル・ブギーJ(笠置シヅ

子、 1948年12月)の黒津明や『偽れる盛装j (1951年 1月)

における「祇園ブギJ(池員理子、 1950年11月)の吉村公三

郎のように監督自身がこうした挿入歌の作詞を手がける場

合もある ο なお以下、本稿で言及される映画は何らかの形

で歌謡曲が重要な役割を果たしていることから、すべて歌

謡映画として扱われる。

次に占領期における歌謡曲レコードについて見ると、こ

の時期のヒット曲としては「リンゴの唄J(1946年 1月)や

「青い山脈J(1949年 3月)のような明るい曲調のもの、「湯

の町エレジー」のように暗い感じのもの、そして戦争の影

を強く宿す「星の流れにJ(1947年10月)や「長崎の鐘J(1949 

年 7月)などが挙げられる 260 これらはいずれも占領期に発

売されたものであるが、ここで注意しなければならないの

は、戦禍を被り新譜レコードの生産が思うようにできな

かったレコード会社が問時にまた「誰か故郷を想わざるJ

(1940年 l月)や「湖畔の宿J(1940年 6月)といった戦前

のヒット曲を再発売していたことであろう O このことが重

要なのは、占領期の歌謡界や舞台や映画がまったくの無か

ら出発したのではなく、戦争を生き延びた芸能人が占領期

の芸能活動に大きな影響を与えていたからである。これは

誕生期の美空ひばりの芸能活動にも顕著に見られる O

とは1，，:¥え、戦争を生き延びた芸能人たちの活動がし功ミに

大きな影響を与えたからといっても戦争による人材の大き

な喪失は明らかであり、占領期はそれゆえ同時にまた新た

な人材の供給が切に求められている時期でもあった。なか

でもレコード会社の専属流行歌手という職業は、戦後の因

窮にあえぎー棲千金を夢見る者たちにとって老若男女を問

わず最も人気のあるものの一つであったと想像される。な

るほど戦前の1930年代にも流行歌の隆盛に伴って歌手ブー

ムは存在したがへ占領期の歌手ブームは生活の困窮とい

う経済的側面に加え、 1946年 1月19日に NHKによって放

送が開始された「のど自慢素人音楽会」とレコード会社の

行う新人コンテストによって戦前とは異なる様相を呈して

いた。

レコード会社の中ではコロムビアが占領期においてもレ

コード躍の生産数では他社を圧倒しておりへ自らも専属

歌手獲得に向けて新人コンテストを主催している。ちなみ

に雑誌『軽音楽j(第二巻第二号、 1947年 7月、 10頁)に掲

載された終戦後第二回目の[コロムビア新人テスト報告J

によれば、応募者総数は約1500人で、第二次選考には100人、

第三次選考には26人が残り、これらの者については課題曲

と随意曲各一曲によるテストと採用予定者のテスト盤吹込

みが行われ、「これを試聴の上、採用者を決定する事になっ

て居るが、このうち、若干の人は直ちにコロムピア ABCの

手て‘実演舞台へ立ち、 f也の多くの人々は三ヶ月乃至六ヶ月
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の教育を受けてから、憧れのコロムピア・レコード専属歌

手としてデビューすることになる」とされる O ここから読

みとれるのは、専属歌手への道がいかに困難なものであっ

たかということと、わずか12才で新人コンテストも経ずに

コロムビア専属歌手となった美空ひばりが当時し功》に並外

れた存在であったかということであろう O

3 誕生期の美空ひばりの歌と声に関する伝記的記述

ひばりは占領期の1946年 9月に芸能界にデビューする

が、ここではまず終戦前の幼いひばりが芸能上のどのよう

な「教養 29J を身につけていたのかを見ておきた l~o ひばり

の芸能上の自己形成に関する伝記的記述から明らかになる

のは、父・増吉からの直接的な影響と、ひばりの聴いた種々

のレコードからのいわば間接的な影響であるJ熱狂的な浪

曲のファンJであった増吉はまた歌謡曲の大ファンで、ひ

ばりが増吉から口うつしに教えられたものとしては藤山一

郎の「影を慕いてJ(1932年 2月入東海林太郎の「野崎小

唄J(1935年10月)、淡谷のり子の「別れのブルースJ(1937 

年 7月)があり、これに川田晴久のギター浪曲が加わる。

しかしその一方では母・喜美枝の側からの影響も無視で

きない。大下英治(前掲書、 11頁)によれば、喜美枝の母・

シサは多くのレコードを持っており、その中には浪曲の

寿々木米若、天中軒雲丹、三門博、さらには藤山一郎の「影

を慕いてjのレコードもあった。ひばりがよく唄った三門

博の「唄入り観音経J(1939年 8月)は、シサの買ったレコー

ドで覚えたとされる 30。さらにfひばり自伝J(草思社、 1971

年、 15頁)では、幼いひばりが何度もすり切れるまで聴い

たレコードとして塩まさるの「九段の母J(1939年 4月)、

ディック・ミネの「人生の並木道J(1937年 1月)、美ち奴

の「軍国の母J(1937年 8月)、田端義夫の「大利根月夜J

(1939年11月)が挙げられている。

ここで何よりも注百すべきは、音楽を身につける過程に

おけるレコードの役割であろう O なぜならレコードは従来

の方法すなわち日本の伝統芸能における口承、あるいは西

洋音楽における楽譜によらなし刈別の形の聴覚的な伝承 31J 

を可能にするからである。言い換えれば、音楽の伝承ある

いは学習は、伝統芸能における家元制度や西洋音楽におけ

る音楽学校という規範的な制度によらなくても可能になっ

たということである O しかも複製可能なレコードは、教育

を受けるに際して経済的負担の大きい伝統的な制度と異な

り、これを子にする者の誰もがどこでも繰り返して聴くこ

とができるため、プロの音楽家になる道も、特にポピュラー

音楽の分野ではレコードのコピーすなわち模倣から始める

ことが可能になる O それゆえ幼いひばりがレコードを何度

もすり切れるまで聴いたということは、まさにレコードと

いう媒体の持つ反復性や経済性と一致している O

一連の伝記的記述によると、ひばりはまだ 6才の1943年

に横須賀海兵隊に召集された父・増吉の社行会で「九段の

母」を歌ったのをはじめ、他の壮行会や軍需工場の慰問で

は永田絃次郎・長門美保の[出征兵士を送る歌J(1939年12

月)、松原操・飯田ふさ江の「兵隊さんよありがとう J(1939 

年 2月)、そして年齢にふさわしく童謡の「かもめの水平さ

んJ(1937年 9月)や「お山の杉の子J(1944年11月)も歌っ

たとされるが、その背景には当然これらの曲のレコードが

あったと想像される。さらに興味深いのは、ひばりは聴い

た曲を直ちに覚えて歌ったとされることであり、なるほど

こうした記述にはロマン主義的な天才親が見え隠れはする

ものの、そこからはひばりの耳と記憶のよさが見てとれよ

フ。

続いて以下では誕生期のひばりの芸能活動を年代I1聞に追

いながら、伝記的記述に現れるこの時期のひばりの歌と声

の特性について考えてみたL、1946年 9月に 9才の美空ひ

ばりは横浜・磯子の映画館「アテネ劇場jで美空和枝とい

う芸名で初捧台を踏み、ディック・ミネの「旅姿三人男J

(1938年 8月)を歌う。この時点でのひばりは、まだ自分

のオリジナル曲を持たない物真似歌手であった。その一ヵ

月後のひばりの歌について竹中(前掲書、 24-25頁)は「あ

るジャーナリストの証言」として次のように記している o

「横浜市の主催で、市民芸能コンクールが開かれた。そこ

へ、加藤和枝という女の子が登場した。赤いワンピースで

下駄をはいていた。 f東京ブギウギjを歌った。当時のブギ

の女王といわれた笠置シヅ子そっくりの身ぶりで、ゃんや

の喝采をあびた。本人(笠置)よりもうまい。節はそっく

り取っているo だが、何ともいえぬ哀感がある O フィーリ

ング(情感)がちがう O 真似ていながら、真似ではないり

大下(前掲書、 50頁)によれば、ひばりが歌った曲は「東

京ブギウギJではなく小夜福子の rIJ¥雨の丘J(1940年7月)

であった。しかし歌の題名は何であれ、竹中の記述で見逃

せないのは「本人(笠置)よりもうまい。節はそっくり取っ

ている。だが、何ともいえぬ哀感がある。フィーリング(情

感)がちがう。真似ていながら、真似ではないjという笛

所であろう。ここには「河童プギウギJでデビューする以

前の美空ひばりの歌に関するこつの特性が記されて l亙る。

一つは{節はそっくり取ってjいながら、つまり「真似て

いながらムしかし「フィーリング(情感)がちがう」つま

り「真似ではない」という点であり、もう一つは歌に「何

ともいえぬ哀感があるjという点である O 前者の「真似て

いながら、真似ではないJという表現は、ひばりの歌がオ

リジナルのたんなるコピーではなく、ひばり独自のもので

あったことをうかがわせる O また後者の「哀感Jという表

現は、ひばりの声の質に関わっていると考えられる。

同じ1946年には先に見たように NHKrのど自慢素人音

11 
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楽会jの放送が開始されるが、ひばりはその年の12月に予

選審査会に出場し、[リンゴの唄Jを歌っている。再び大下

(53-61頁)によれば、ひばりには合格の鐘も不合格の鐘も

鳴らず、三番の歌詞を歌い出したところで歌がアナウン

サーによって制止される O その理由は、ひばりのような子

どもが大人の歌をうたうのは好ましくないということと、

ひばりの歌が子どもにしては上手すぎるということであっ

た。しかもそのときのひばりは「小さなくせに、まるで大

人の着るような、裾の長い、真赤なドレスを着ていたJ。ち

なみに合格の条件は「素直で、感じがよくなくてはいけな

いJということであり、[リズム、音程はもちろんたいせつ

だが、物真似や、臭みがあったり、気障(きざ)なのは不

合格」とされた。

ここにもまた大人と子どもというこつの異なる世界があ

り、ぞれらは歌の世界では大人は歌謡曲、子どもは童謡と

いう形で厳然と区別されていた様子が見てとれる。した

がってひばりのように子どもが大人の歌を、しかも「真赤

なドレスを着てj歌うということは N百Kの審査基準から

すれば論外であった。ただここで注意しなければならない

のは、これはいわば外的な基準であって、ひばりの歌それ

自体についての評価は、「子どもにしては上手すぎるJと述

べられるだけで具体的には行われていないということであ

る。

それでは「のど自慢」における歌についての基準とはど

のようなものだったのだろうか。これについては、当時の

歌謡界を席捲しつつあった作曲家・服部良ーが「のど自慢

素人音楽会並びに新人歌手応募虎の巻jと題する文章の

中て¥不合格になる例として「東海林太郎の赤城の子守唄、

霧島昇・松原操の愛染かつら、藤山一郎の丘を越えて等々、

をレコードそっくりの作り声で得意げに歌ったりする

人々Jを挙げ、さらに「声帯模写になっては審査の余地は

なpJと述べている 320 すなわち「のど自慢Jではレコード

を媒介とした学習によるオリジ‘ナルの完全なコピーであっ

てはならず、歌唱者が原曲を自分なりにどのように創意工

夫して真似るかという点、が重要なのであり、ヘルダーに

倣って言えば[コピーするオリジナルjが求められるとい

うことであろう。

「のど自慢」でのひばりの歌はこうした基準から外れて

いたとは考えにくい。それゆえ鐘が鳴らなかったのは、最

初からこうした基準が適用されなかったからであろう O ひ

ばりは翌1947年の 4月に横浜の桜木町で行われた「市民の

ど自寝大会jにも出場しようとしている。大下 (61-64頁)

によれば、遅刻したひばりは大会では歌えなかったが、審

査員として来ていた作曲家・古賀政男の前で古賀のヒット

曲「悲しき竹笛J(1946年 6月)を伴奏なしで歌った。そし

て古賀はひばりに「きみは、のど自慢の段階じゃない。も
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う、りっぱにできあがっている O 勉強もなにもなしリと言っ

たとされる O すなわち古賀にとってひばりはコピーではな

く、すでに一個のオリジナルであった。これはひばりに関

する天才神話の創出ともいうべき言述であるが、一連の伝

記的記述においてこの種の賛辞は決して少なくなLミ。

翌1948年 5月にひばりは横浜国際劇場に出演し、小唄勝

太郎の前座として笠置シヅ子の fセコハン娘jを歌い、 10

月には同じ劇場で笠置本人と共演している 330 その時ひば

りは再び笠置の「セコハン娘jを歌おうとしたが、創唱者

本人と同じ舞台で同じ曲は困るということで、ひばりは菊

池章子の「星の流れに」を歌ったとされる。この時のひば

りについて「セコハン娘jの作曲者・服部良一は、「かれん

な少女が低音で歌うくこんな女に誰がした…〉は、好奇心

をもっ観衆にはうけた 34Jと書き記している。

この服部の言葉は二つの点で興味深い。一つは、当時11

才のひばりが[低音で歌う j という点である O すなわち、

普通は変声期にさしかかる頃とはいえ、当時のひばりの小

柄な体格からすると子どもらしい高い声が出てもいいはず

であるが、小さな女の子が低い声で歌うというのは見る

者・聴く者に異様な感じを与えたものと思われる。また娯

楽雑誌f平凡j1951年 7月号では当時の人気アナウンサー・

藤倉修ーによる記事「マイク豆スタァを訪ねてjの中で、

ひばりには「声変りはないJ(161頁)ことが述べられてお

り、さらには「ひばりちゃんはウクレレを持ち出して、“ミ

ネソタの唄円等を低い声でうたっているJと記されている。

これらの記述からは、年齢の害tlには声が低いという点が当

時のひばりの歌声の特異性として認識されていたことが分

かる O そして先の服部の記述に戻れば、「星の流れにjを歌

うひばりのもう一つの興味深い点、すなわち「好奇心をも

っ観衆にはうけた」という点も、子どもが大人の世界を、

それも「星の流れにj という曲によって夜の女の世界を低

音で歌うことと結びついていたと考えられる。

さて1948年 5月にひばりは、戦前から浅草でコミックバ

ンド「あきれた・ぼういずjのリーダーとして活躍してい

たJ1!田晴久と横浜国際劇場で知り合い、この}f!回の紹介で

映画監督の斎藤寅次郎とも面識を得る O 翌1949年 3月封切

の Iのど自慢狂時代j制作に際して歌のうまい子役を探し

ていた斎藤は、これにひばりを出演させる O 映画デビュー

作となったこの作品でひばりは笠置シヅ子の「セコハン娘j

を歌ったとされるが、前述したように現在この場面のフィ

ルムの存在は確認されていなしミ。しかしいずれにせよ斎藤

はこの映画で「美空ひばりを発見した35Jことによって戦後

日本の歌謡史にもその名をとどめることになる。その経緯

を斎藤は次のように語っている O

「彼女の撮震予は一日、ワンカットだけでした。はじめに、
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どんな歌をうたうのか、やってもらったところ、笠置シヅ

子の「セコハン娘」をうたった。笠置の歌はひどく揚気に

はなるが、セコハンの哀しさといった感じは出ていない。

しかし美空ひばりがうたうと、なんともいえない哀れがあ

るO ホロッとするものを出す。 -0歳かそこらの女の子が

感じを出すのですから、異様な感じがしましたね。J(竹中、

75頁)。

斎藤の言う「異様な感じjは先の服部良ーの「好奇心を

もっ観衆にはうけたj という言葉と共通するが、これにつ

いては斉藤の fびっくり五人男jでひばりと共演する古川

ロッパが映画制作中の1949年の 3月24日付日記に残してい

る言葉、すなわち「美空ひばりといふ笠置の真似して歌ふ

十二歳の少女、まことに鮮かであり、気味わるし刊という

言葉が日を守iくO ここでもまた正と負のイメージが同居し

ていることが見てとれよう。それはつまり 12才の少女が大

人の歌を、それも本人よりも上手く歌うことに対する感嘆

の念と、ひばりが見せる子どもの外見と大人びた歌の不均

梅から生じる違和感は拭い去れないということである O し

かしながらコピーとオリジナルという観点からは、ロッパ

の文章と同時期のことについて書かれた美空ひばり自身の

次の文章がとりわけ興味深い。

「私には悲しい願いが一つありました。それはたびたび

申上げたように“自分の歌円を持っていないということで

す。いつまでたっても[ものまねJでいることが悲しく、

辛いのでした。私にぷっつけられる批評は、全部「ものま

ねjだとか「げてものjとかいう言葉でした。(中略)この

[びっくり五人男jには、私と同じ年ごろの童謡歌手の女

の子が四人出演されましたが 37、どの人もまるっきり私と

違う声帯で、可愛い童謡を歌っていらっしゃるのです。私

はつくづく自分の声帯にイヤ気がさして来ましたが、持っ

て生れたものはどうにもなりません。やっぱり、この声で

は、大人の歌をうたうよりほか仕方がない。でも、人のま

ねではなく、自分のものがうたいたい、そんな無理をいっ

て母を困らせたものです

この文章で注目すべきは、子どものひばりが大人の歌を

「ものまねJする理由として、同年齢の童謡歌手と違う「自

分の声帯」に言及していることであろう O つまり大人のよ

うな声帯を持つ子どものひばりが大人の歌を真似すること

によって[げてものjのような異様さが生み出され、それ

がまた観客の人気を呼んだということであり、まさにこう

した二律背反的な点に誕生期のひばりの特異性があったと

考えられる O 同じ1949年の 8月には同じく斎藤寅次郎が監

督し、笠置と並ぶ当時の大人気歌手・岡晴夫が主演する映

画『男の涙jが封切られる。興味深いことに、その約二ヶ

月前に行われた本読みの場に美空ひばり親子が姿を現し、

ひばりが岡晴夫のヒット曲を歌っていた可能性がある O 当

時の間が所属していたキングレコードの文芸部長・清水瀧

冶はそのときの様子をこう書いている O

「少女はやがて席の中央に進み出て、流行歌を歌い出し

た。「上海の花売り娘JI東京の花売り娘JI港シャンソンJ

といった具合に、間靖夫のヒットソングを次々と歌うので

ある。ところが達者というかこましゃくれているというか、

問晴夫の節廻しもそっくりに、とうてい十一歳の子供と思

えないような大人っぽい歌い方をするのだ。これには一同

唖然として開いた口がふさがらなかった 0
39J 

ちなみに1949年の 8月では、ひばりは「十一歳jではな

く12才であるが、ここでも「間晴夫の節廻しもそっくりにj

と「十一歳の子供と思えないような大人っぽい歌い方jと

いう表現が日を号|く。前者はひばりによる物真似の特徴を、

後者は子どもらしくない大人っぽさを示したもので、肯定

的な要素と否定的な要素が同居していることが誕生期のひ

ばりの特徴として語られている。これと同じ墳に美空ひば

りは斉藤監督の fおどろき一家.i 0949年12月・筆者未見)

に出演しているが、その制作中に共演者の古川ロツパがひ

ばりに言及しており、そこにもJ美空ひばりが余興に来て、

歌ふ。ませた、イヤな子だが、セコハン娘など哀愁もあり、

中々 い:>40 Jというふうに愛情半ばするような表現が見ら

れる。この引用の最後の部分は、同じ「セコハン娘」につ

いて言及した斉藤寅次部の[なんともいえない哀れJとい

う表現とも響き合っている。

以上、誕生期のひばりの歌と声についての言説をコピー

とオリジナルという観点から見てきたが、子どもと大人と

いう観点も含めて二項対立に見えるようなものが美空ひば

りの中では一体となっていることによって異様な印象がも

たらされていたといえよう。しかし誕生期の美空ひばりを

スターダムに押し上げたのは、はたして本当にこうした異

様さだけだったのだろうか。以下ではその実体を検証すべ

く、当時の美空ひばりの姿や声が実際に確認される映画を

中心に再度コピーとオリジナルという観点から考察を続け

ることにしたい。

第ニ章 他人のオリジナル曲を歌う美空ひばり

「びっくり五人男J

『のど自慢狂時代jに美空ひばりの歌う姿が求められな

い現在において、その姿と声を最初に見せてくれる映画は

同じく斎藤監督の『びっくり五人男J(音楽・鈴木静一)で
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ある O この映画でまず注目すべきは、ひばり演じる花売娘

「おか・ひばり jが簡頭で自動車にはねられ意識を失い、

横山エンタツ演じる苦学生によって病院に運ばれ、一命を

とりとめるという冒頭の場面であろう。なぜならそこには

1947年にまだ 9才のひばりが四国巡業の際に高知県の大杉

村で経験した生死に関わる大事故の記情が自伝的に再現さ

れているからである。ちなみにこの年は、ひばりの芸名が

「美空和枝Jから「美空ひばり jへと変わっただけではな

く、彼女がこの事故を経験することによって歌い手として

生きる決意を囲めた年と考えられる 410その事故とは、この

年の 4月28日に巡業で移動中のパスがトラックと衝突し、

その瞬間ひばりは意識を失ったが、すんでのところで患を

吹き返したというものである O それはいわば死からの再生

であった。『のど自慢狂時代j以来ひばりを多く起用し、撮

影の合間にもいろいろと話をしたであろう斎藤の念頭に

は、この事故のことがあったと推測される。

さて『びっくり五人男jの中でひばりは挿入歌として四

つの曲を歌っている。最初の曲は戦前に松平晃が歌ったル

ンバ調の明るい曲「小鳥売の歌J(1939年10月) (作詞・サ

トウハチロー、作編曲・服部良一)の替歌であり、後半部

分はロツパとの二重唱になっている。すなわち現在開くこ

とのできる美空ひばりの最初の歌声は、戦前の服部メロ

ディーを歌ったものということになる。この曲に聞かれる

美空ひばりの声は、後の「柔J(1964年11月)や「人生一路j

(1970年 1月)などに間かれる大人の野太い声でもなく、

他方ひばりと同世代で当時「とんがり帽子J0947年 8月)

などによって絶大な人気を誇った童謡歌手・JlI田正子

(1934-2006)の、はきはきと歌う大きな高目の声とも違う

控え目で低自の声である。

誕生期のひばりに見られる歌声の特異性は、変声期とい

う観点、から、この川田正子の場合と比較するといっそう際

立つ。すなわち]11回は変声期を理由に1947年8月に13才で

童謡歌手を引退すると同時に本格的に声楽を勉強すること

によって大人の童謡歌手として再出発したのに対し42、ひ

ばりは少女時代の音域をずっと維持することによって少女

の流行歌手としての側面を保ちつづけたといえる O

実際この時期のひばりの声が12才の少女にしては低いと

いう点については、クラシックからポピュラーまで多くの

歌手の声帯を診察した音声言語医学者の米山文明が「幻の

診察記一美空ひばり 43Jにおいて検証している O 米山は少女

時代のひばりの歌声をレコードに基づいて分析し、ひばり

の低音域が「年齢的平均よりかなり低いjことを指摘する

とともにへ「少女時代の美空ひばりの声は成人後の声に比

べれば完全とはいえないまでも、変声後の声に近い音色と

私には思えたj と書いている O この点で「小鳥売の歌」の

ひばりの歌声は、先の伝記的記述の項で見たように、たし

14 

かに普通の子どもにしては異様なものであり、それも映画

では実際の年齢よりも小さく見える美空ひばりから発せら

れるため、ますます異様な感じを与える O

しかし「小鳥売の歌」の歌い方に目を向けると、そこで

はオリジナルのメロディーが声景は控え目ながら非常に了

寧かつ伸び、やかfこ歌われている。そして後半部分はロッパ

の明るい声ともうまく調和しており、そこからはむしろき

わめて自然な印象を受ける O また松平一晃のオリジナルでは

リズムがボンゴなどの打楽器によって激しく打ち出されて

いるのに対し、ひばりの歌う場面ではチェレスタ風に弾か

れるピアノの単純な伴奏が中心である。その結果、 1)ズム

よりもメロディーが前面に出ており、それがひばりの自然

な歌い方をいっそう強調している O そしてこの点こそが誕

生期のひばりにおける歌の仁子さの実体であると思われる

が、これについては次章で詳述する。

このように、現存するひばり最初の歌声は『びっくり五

人男jにおけるロツパとの場面におけるものである O そこ

で歌われる[小鳥売の歌jの歌詞はオリジナルにおける ft

お買いなさいな~。かわいい小鳥"-'Jではなく ft歌いま

しょうか~。楽しい歌を"-'Jに変えられている。そこには

歌をうたうこと自体の楽しさが表現されており、これは同

じく斎藤が監督した『東京五人男j(1945年12月)において、

ロツパが敗戦直後の東京の焼け跡という何も無い空間で、

しかも自分の家も洪水によって流され45、ただ一つ残った

ドラム缶の風呂の中で ftぉ殿さまでも、おいらでも、風

呂に入るときゃ、みな裸~J と民主主義を讃えつつ、 fþ 歌

のひとつも浮かれ出る"-'Jとうたう歌の喜びと共通するも

のといえよう。

fびっくり』五人男jの同じ場面で歌われるこ番目の曲は

ftさびし私は一人きり O いつでもいつでも一人きり。あ

たしの父さんはどこにいるのかなあ"-'Jと始まる短調の哀

しげな曲である。この曲では、低目のひばりの声は曲の悲

しい内容とも重なりあって独特の哀愁を帯びて聞こえてく

る。この点では先の伝記的記述の項で見たように、ひばり

が歌う「セコハン娘jについて述べた斉藤寅次郎の言葉と

一致している O

しかし占領期の歌謡映画において何といっても注目すべ

きは、誕生期のひばりが歌う笠置シヅ子と問晴夫であろう O

この fびっくり五人男jでもひばりは笠置の「ジャングル・

ブギー」の替歌と間の「憧れのハワイ航路」を歌っている O

歌謡史的に見ると1948年は「東京ブギウギjや「ジャング

ル・ブギーjをはじめとする一連のブギものを歌う笠置シ

ヅ子とJ撞れのハワイ航路」を歌う両晴夫の二人の人気が、

アメリカをキーワードとして頂点に達していた時期であ

る。ちなみに笠宮と岡がリアルタイムでこれらの曲を歌う

姿は、「ジャングル・ブギー」は黒揮明の f酔いどれ天使j



コピーとオリジナルの観点から見た美空ひばりと占領期の歌謡映画

で、「憧れのハワイ航路jはいずれも斎藤寅次郎の『男の涙j

と f憧れのハワイ航路jにおいて見ることができる。これ

ら創唱者とひばりを比較対照することによって誕生期のひ

ばりのコピーとしての5虫自性も明らかになろう。

ひばりは『びっくり五人男jで「ジヤング、ル・ブギーj

を川田晴久のギター伴奏で歌っているが、そこは12才で、

しかも小柄なひばりのことでもあり、笠置の持つ大人の雰

囲気や迫力はとても出せなt:>。笠置は『酔いどれ天使jの

キャバレー(小編成のバンドを持つダンスホール)の場面

で[ジャングル・ブギー」を歌っており、戦後に一大ブー

ムを起した笠置シヅ子のブギウギの迫力や臨場感は、笠置

の歌だけでなくその大きな身ぶりを自にして初めて理解さ

れるものである。

一方のひばりでは、終戦直後でまだ食料に恵まれなかっ

た子どもに合うように歌詞が11'ウワーオ、ワオ、ワオー。

私は子どもだ。小さい子どもだ。喰い気はすごいぞ。ウワー

オ、ワンサカ、ワンサカ、食べたい~J というふうに変え

られている。したがってここでの美空ひばりは笠置シヅ子

の「ジャングル・ブギー」を詞と曲の両方を完全にコピー

しているわけではない。ただ興味深いのは、ひばりの歌が

ここでもまた子どもにしては低く哀感を帯びた声によっ

て、ひばり独自のものとなっていることである O いずれに

せよ『のど自慢狂時代jにおいて同じ笠置シヅ子の「セコ

ハン娘」を歌う美空ひばりの映像が残されていないとすれ

ば、この「ジャングル・ブギーJの替歌を歌うひばりの映

像が、「ベビー笠置 46Jと呼ばれた誕生期のひばりの姿を示

す貴重な資料といえよう O

その意味では『びっくり五人男Jで12歳のひばりが歌う

岡晴夫の「憧れのハワイ航路」も最初の 1番だけであるが

貴重な映像といえる。ここでのひばりは問の曲を歌詞もそ

のまま伸びやかな声で、しかも歌全体を崩すことなく丁寧

に歌っている。ただ、ひばりが問の曲をどのようにして、

つまり楽譜を通じて、あるいはレコードを通じて覚えたの

かは明らかではないが、前章で見たように後者の可能性が

高いと思われる O さらに注目すべきことに、この映画でひ

ばりは花売娘「おか・ひばり」として登場しているが、そ

れは岡晴夫の[上海の花売娘J(1939年3月)など一連の花

売娘ものを連想させる。このことが歌謡史的に重要なのは、

次章で見るように岡の花売娘ものが、ひばりによって継承

されるからである O

2 r踊る龍宮城J

美空ひばりが歌手としてレコードデビューするのは

『びっくり五人男jの一ヵ月後の1949年 7月に発売された

「河童ブギウギ」によってである O これは翌 8月封切の映

画『踊る龍宮城J(監督・佐々木康)の挿入歌であるが、映

画は龍宮伝説をもとに松竹歌劇団による踊りと当時流行の

歌をあしらった歌謡映画であり、これに大辻司郎、岸井明、

森川信といった役者を加えることによって喜劇的な色彩も

出している。歌という点からは、霧島昇、奈良光枝、並木

路子、池員理子、鶴田六郎といった当時のコロムビアにお

ける一線級の歌手が中心であり、それぞれが主題歌や挿入

歌をうたう O

これに対して「河童ブギの少女」という役名で出演する

美空ひばりは挿入歌の[河童ブギウギ」を歌っているが、

大人の女性たちが歌った後に登場して歌うひばりはあくま

でも端役にすぎなしミ。また音楽的にもこの曲は当時大流行

であった笠置シヅ子のブギウギ路線を踏襲したものであ

り、ひばり独自のものとはいえない。実際「河童ブギウギ」

の最後におけるくギャーッ〉というひばりの叫び声は笠置

の「ジャングル・ブギー」の中に聴き取れるものである O

歌全体も低い地声が中心であり、前述の「小鳥売の歌」で

示された素直で伸びやかな声ではなt:>。その意味で「河童

ブギウギ」は美空ひばりのレコード化された最初のオリジ

ナル曲でありながら笠置の表面的な模倣にとどまり、コ

ピーするオリジナルにはなりえていない。またレコードに

吹き込まれた「河童ブギウギJにおける音の強弱の付け方

にも不自然なところがあり、これまで舞台での実演が中心

であったひばりは、レコーディング時のマイクの使い方に

まだ習熟していなかったのではなし功通と思われる O

「河童ブギウギ」の歌詞について見れば、映画では 11'

水をジャブジャブジャジャブジャブー」とか 11'キュウリ

をポリポリポリポリ ~J というように、レコードでは聴か

れない歌詞が出てくる。つまり現在聴くことのできる「河

童ブギウギJには映画とレコードの二つのヴァージョンが

あり、両方とも美空ひばり研究においては一次資料として

不可欠なものである。このことは後の「悲しき口笛Jや「ひ

ばりの花売娘jについてもいえる。

またブギウギという点で注目すべきは、ひばりが「河童

ブギウギjでデビューした年の 4月に同じコロムビアから

越路吹雪(J924-80)が宝塚のレビュー fブギウギ巴里Jの

同名主題歌で歌手デビューしていることであろう O ひばり

も越路もブギを歌っているのは当時いかに笠置の歌うブギ

の人気が凄かったかを物語っているが、「河童ブギウギ」の

ひばりが「ベビー笠置」の水準に留まっていたのに対して、

越路はブギの方向をアメリカから「巴里」に向けることに

よって自らの歩む道をすでに示している。

3 rあきれた娘たち」と「悲しき口笛」

美空ひばりに関する従来の伝記的記述では『踊る龍宮城j

のすぐ後に映画『悲しき口笛j(監督・家城巳代治、 1949年

10月24日)に言及されるが ひばりはその前に再び斎藤監
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督の fあきれた娘たちj(1949年10月11日)に末娘の泉山十

三子(とみこ)役で出演している。ここでのひばりは、あ

まりの子沢山と貧困のために里子に出される少女役を演じ

ており、挿入歌としてニ曲の題不明の曲を歌っている。な

かでも母親の臨終場面で歌われる短調の曲には感情過多な

面も見られるが、少女にしては低いひばりの声には何とも

いえない哀感が漂っている O しかし歌謡史的に見てこの映

画で何よりも重要なのは、戦前から岡晴夫とのコンビで一

連の花売娘ものをヒットさせていた作曲家の上原げんとが

音楽を担当していることであろう。すなわち後に「ひばり

の花売娘jなど一連のヒット曲をひばりに提供する上原は、

fのど自漫狂時代jや『びっくり五人男jにおける斉藤と

同様に『あきれた娘たちjにおいて美空ひばりの歌声を発

見したといえる。

『あきれた娘たちjからわずか二週間後に封切られる美

空ひばり最初の主演映画 f悲しき口笛Jで、ひばりは戦争

で兄と生き別れになった浮浪児ミツコの役を演じている。

それにしてもこの浮浪児姿を見るかぎり、当時のひばりの

身体はとても 12歳の女の子とは思えないlまど小さくて貧弱

である o 映闘ではほかに老ノtイオリン弾きとその娘、ミツ

コを支える港湾労働者、港に巣食う密輸団が登場し、ミツ

コの歌う「悲しき口笛」が導きの糸となって兄と妹の再会

が果たされる。

「悲しき口笛Jは、ミツコが映画の最後に有名な燕思服

姿で歌う場面の前に、二つの場面で歌われる。一つは映画

の冒頭から 4分ほどのところでミツコが薄汚れた浮浪児の

姿で rÞ いつかまた逢う ~J と低く悲しげに歌いだす場面

であり、もう一つは老バイオリン弾きの家で今度はワン

ピースにエプロン姿で、やはり同じく rTいつかまた逢う

""'Jと口ずさむ場面の二箇所である。どちらの場面でも戦

争で生き別れになった兄との再会がイメージされている

が、この歌詞はレコードでは 2番の歌詞であることが注目

されよう。実際また「悲しき口笛jが燕尾服姿でキャバレー

の舞台で歌われる有名な場面でも、舞台上での進行に合わ

せてレコードとは異なる願で歌われている。すなわちキャ

バレーという夜の世界に合わせるかのように、まず rT夜

のグラスの~J というレコードでは 3 番の歌詞から始まり、

そして次に rT丘のホテルの""'Jという 1番の歌詞が続き、

最後に rÞ いつかまた逢う ~J という 2 番の歌詞がくる。

そしてこの願序で歌い終えた後に、生き別れた兄と再会す

る場面が置かれている。したがって「河童ブギウギ」の場

合と同じく「悲しき口笛Jにもレコードとは別のヴァージョ

ンがあるということになり、これもまた美空ひばりの声の

変遷を辿るうえで欠かせない一次資料といえよう。

このように映画 f悲しき口笛jでは、戦争で生き別れた

兄との再会というテーマに却して、 iÞ いつかまた逢う ~J

16 

という歌詞が繰り返し歌われる。それゆえ封切符に映画を

見た人々は、もちろん美空ひばりのシルクハットに燕尾服

という男装スタイルに視覚的に惹きつけられたものの、聴

覚的には大きく戦争のイメージを喚起させられたものと想

像される。またレコードの「悲しき口笛jの売上げは四十

五万枚を超え、それまでの戦後最大のヒット曲であった近

江俊郎の「湯の町エレジーjを破るが、それには映画 f悲

しき口笛』の与えた影響が大きかったと思われる。ただし

レコードの「悲しき口笛jでは「河童ブギウギjの場合と

同じく、強弱の付け方について、特に 3番後半の iTドラ

のひびきに'"'-'Jの部分で強く歌う際に音が割れるような感

じになっており、この時点のひばりが自分の歌声をまだ完

全に意のままにできていないことが分かる 470

さらにひばりはこの映画で主題歌「悲しき口笛jのほか

に、挿入歌として「ブギにうかれて48Jの l番を二つの場面

で計二回と、同じ1949年2丹に高峰三枝子主演の同名の映画

主題歌として発売された「別れのタンゴjの 3番も歌って

いる O なかでも「別れのタンゴjは、大人の恋の世界を妖

艶な声で歌う高峰に対して、ワンピースにエプロン姿の12

才のひばりが歌うと、外見は子どもでありながら声は低く

大人びていることからいかにもアンバランスな印象を受け

る。しかし中音部から高音部への移行 19はきわめて自然で

あり、こうした歌い方が前章で見たように「真似ていなが

ら、真似ではない」という接着語法的な表現を導き出す原

因となっていると考えられる。

第三章 n童れのハワイ航路j と

「ひばりの花売娘J

「花売娘Jの系譜

f悲しき口笛jの後の美空ひばりの映画というと、すぐ

f東京キッドj(1950年 51=1>が想起されがちであるが、そ

れはあくまでもひばりが主演した映画の場合であり、実際

はこのこつの主演映画の間にも十本ほどの映画に顔を出し

ている。それらの中で歌謡史的に最も注目に値するのは斉

藤監督の映画 f檀れのハワイ航路j(1950年5月)であろう O

1947年にコロムビアからキングに移籍した作曲家・江口夜

詩が時靖夫と組んで生み出したヒット曲「↑童れのハワイ航

路」をもとに作られたこの映画は、間の扮する岡田という

主人公が、生き別れになってハワイにf主んでいる自分の父

に会いにいくという筋で、この主人公のほかに古川ロッパ

演じる絵描きで岡田の友人と、その恋人でパン屋の娘、そ

れに絵描きと向田を下宿させている小料理屋の夫婦(夫を

演じるのは花菱アチャコ)、そして人形窟IJりと花売りで生計

をたてる姉妹(妹で花売娘の役が美空ひばり)が登場する。

この映画で興味深いのは、なるほど主人公は岡靖夫であ
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るが、実際に歌われる曲数は問が 3曲であるのに対して、

ひばりには 7曲 (rひばりの花売娘jの繰り返しも含めると

8曲)も割当てられていることである 500 ひばりがこの映画

で最初に歌う曲は、後年大ヒットした「ひばりの花売娘」

であるが、そもそも[ひばりの花売娘」のレコードは映画

f憧れのハワイ航路jの封切られた1950年 4月 1日にはま

だ録音も発売もされていなL￥。これは後述するように作曲

者・上原げんとがこの時点ではまだキングレコードに所属

していたためと考えられる O したがって映画のクレジット

にも「ひばりの花売娘Jというタイトルは見られなV'o し

かしいずれにせよこの映画においては美空ひばり自身が

「ひばりの花売娘」をレコード発売に先立って、それもレ

コードとは歌詞も節付けも異なるヴァージョンで歌う姿が

見られるのである O

先にも述べたように上原は悶晴夫とのコンビで一連の花

売り娘ものをヒットさせているが、ここで当時のポピュ

ラー音楽における花売娘の系譜を確認しておこう。まず「ひ

ばりの花売娘Jに使われているルンバのリズムについて見

ると、 1928年にキューパのピアニスト、モイセス・シモン

ズの「南京豆売りJでルンバが物売りの音楽に使われる O

1930年にはこの「南京豆売り」のレコードがアメリカで記

録的なベストセラーになり、ルンバ・ブームを巻き起こす。

前述の fびっくり五人男jでひばりの歌う「小鳥売の歌j

もこの系譜に属する 510

次にルンバ以外について見ると、 1931年にはチャップリ

ンの映画 f街の灯jに盲目の花売娘が登場し、その音楽に

スペインの歌手ラケル・メレの歌うタンゴ調の曲“La

Violetera"が使用される O この曲は1934年頃に二世ジャ

ズ・シンガ一川畑文子によってフロリダ・アルゼンチン・

タンゴ・バンドの伴奏とともに「花売娘」という邦題でカ

ヴァー(詞・森岩雄)される。閉じく 1934年にはドイツで

活躍した音楽家・喜志康ーも「花売娘j と題された歌曲の

楽譜を出版している。ちなみに喜志の「花売娘jは菊や女

郎花が出てくる和風のものである。また映画や音楽以外で

は1940年 2月に堀口大撃の翻訳短編集 f花賞り娘jが刊行

されていることも注目されよう O 同年11月には新装版も出

ているこの翻訳は、 14人の作家の短編小説、髄筆、第言を

集めたアンソロジーで、表題はフランスの詩人レイモン・

ラディゲむよる同名の作品に由来するo このように1930年

代後半からは日本でも花売娘が一種の流行になっていたこ

とカまうカミカfえる O

こうした状況の中で日本の歌謡界においても花売娘が登

場する O すなわち日本軍による中国大陸侵攻に合わせて「大

陸もの」と呼ばれる歌謡曲が生み出されるが S2、これらの中

でひときわ異彩を放っているのが作曲・上掠げんと、歌-

問靖夫のコンピによる一連の花売娘ものである。まず1939

年 5月には[上海の花売娘J(作詞・}II俣栄一)が、そして

翌1940年 I月には「広東の花売娘J(作詞・佐藤惣之助)、

同じく 5月には「南京の花売娘J(作詞・佐藤惣之助)が発

表される。これらに描かれる中国人の花売娘は、いずれも

これらの都市を訪れる日本人の主人公に rTやさしい瞳」

で rT花を召しませj と、あるいは IT少しおぼえた日本

語Jで rT貴方ありがと お花はいかがj と呼びかける若

い従順な娘である。そこには戦争につきまとう悲惨な状況

はまったく見られず、日本人から見て都合のいいエキゾ

チックな形象が羅列されている O 音楽面でも軽快で、はず

むようなリズムと明るい曲調、それに十六分音符を多用し

た細かい節回しを持つこれらの曲は、岡の伸びのある高音

を生かして巧みに歌われている。

これらの花売娘ものと誕生期のひばりとの関連で何より

も重要なのは、敗戦から一年もたたない1946年 6月に上原

と問のコンビによる[東京の花売娘J(作詞・佐々詩生)が

発売され、花売娘ものが再び脚光をあびたことであろう O

というのも、この占領期当初に大ヒットした「東京の花売

娘j は歌詞に rÞ 花を召しませ、召しませ花を~J という

戦前からの花売娘ものの決まり文句を残しながら舞台を中

国大陸から占領下の東京に移しただけで、花売娘が中国人

から日本人に変わっても、その視線は IT粋なジャンパー

のアメリカ兵jという占領者に向けられているからである O

それゆえ花売娘をめぐる植民地的な視線は相変わらず保持

されているといえる。また音楽面でも「東京の花売娘Jは

アメリカ由来のブギウギのリズムをいち早く取り入れてい

る。

2 rひばりの花売娘j

こうして占領期においても花売娘人気が続く中で、 1950

年 4月に映画『憧れのハワイ航路nこ上原げんと作曲の fひ

ばりの花売娘J(作詞・藤浦洗)は登場する。まず歌詞はIT

花を召しませ~J という花売娘ものの定型で始まり、内容

もひばりの扮する花売り娘が rT愛の紅ばら 恋の花jと

歌う恋の歌となっている。これは恋の歌という点では、先

にふれたラケル・メレの歌うタンゴ調の曲“LaVioletera" 

を1934年頃に二世ジャズ・シンガーJ11焔文子が日本語でカ

ヴァーしたもの、すなわち rT紫のスミレは二人の愛の花

~J という歌謁と重なっている。したがって「ひばりの花

売娘jは上原げんと・間晴夫コンビによる植民地的色彩の

濃い一連の花売娘ものとは異なり、いわば恋愛という花売

娘の原点に立ち戻っているものと考えられる G また音楽的

にも「ひばりの花売娘Jはルンバのリズムを採用すること

により、物売り歌の原点ともいうべき「南京豆売り jに立

ち帰っている。ひばり自身も、高自の声を中心に軽やかに

このルンバ調の曲を歌いこなしており、それ以前の「河童

17 
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プギウギJの低めの声とも「悲しき口笛jの暗い感じとも

異なり、その哀愁を帯びた声とともに独特の明るさを醸し

出している。このように「ひばりの花売娘Jは、詩・曲・

歌において花売娘という原作を改変しながら継承するとい

う点でまさにコピーするオリジナルであるといえよう。

他方レコードの「ひばりの花売娘Jは映画f父恋しJ(1951 

年 3月、監督・瑞穂春海)の主題歌「私は街の子jのB面

として翌1951年2月に発売される。しかしこのことが後に誤

解を生む原因となる。すなわち「ひばりの花売娘」は映画

『父恋しj と結びつけられ、その結果ほとんどの文献ある

いは放送番組で映画 f父恋しjの主題歌として紹介されて

きたために、この曲と映画『憧れのハワイ航路jに見られ

る美空ひばりと斎藤寅次郎および岡晴夫との関連が見失わ

れてしまったのである。この曲と映画f撞れのハワイ航路j

との関連が正しく指摘されるようになったのは、ようやく

最近の文献においてである 530

どうしてこのようなことになってしまったのか。それに

はニつの理由が考えられる。一つは、発売された SP盤にお

いて『父恋しjの主題歌でA面の「私は街の子jに「ひば

りの花売娘JがB面としてカップリングされたことである。

そしてもう一つの理由は、この結果「ひばりの花売娘Jを

映画 f父恋しjの主題歌であると考えた人は、映画『父恋

し』を実際に見ていなかったのであろうということである。

事実この映画では「ひばりの花売娘」はまったく歌われな

いヘただ、こうした誤解が生まれるにはそれなりの要因が

あった。すなわち前述のように作曲者の上原げんとが映画

『撞れのハワイ航路jの封切られた時点、ではまだキングの

専属であったため、コロムビア所属の美空ひばりのために

「ひばりの花売娘Jをレコード化できなかったのである。

上原はその後f憧れのハワイ航路j封切から七ヵ月後の1950

年11月にコロムビアに移籍し、「ひばりの花売娘」は翌1951

年 2月に発売される O

さらにこの曲に関して注目すべきは『憧れのハワイ航路j

ではレコード・ヴァージョンと歌詞や節付けの異なる「ひ

ばりの花売娘」が二度も歌われている点であろう。特に最

初に歌われる場面は印象的である。というのも、ひばり扮

する花売娘がアチャコの小料理屋で男性客に「おじちゃん、

花買ってちょうだ~，なJ と言っても一本も売れなかったの

が、この曲を歌い出した途端に嘘のように花が売れ出すか

らである。もちろんこれは斎藤寅次郎ならではの演出であ

るが、ひばりの歌の力をこれほどまで的確に視覚化した監

督は斎藤のほかにないでトあろう。二度目に「ひばりの花売

娘jが歌われるキャバレーの場面でも、ひばりが歌い出す

と花が飛ぶように売れる。ちなみに1951年11月封切のひば

り主演の映画 fあの丘越えてj(監督・瑞穂、春海)でも、ひ

ばりが花を売りながらルンバ調の挿入歌「街に灯がとぽる
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頃」を歌い始めると急に花が売れ出すが、これは明らかに

斎藤の演出を踏襲したものと考えられる O

『撞れのハワイ航路jでひばりの歌う他の曲も、「河童ブ

ギウギ」の異形な感じゃ「悲しき口笛」の暗い感じとは異

なり、声が軽く伸びやかに広がっている。なかでも歌とい

う点で興味深いのは、小畑実のヒット曲「蓄額を召しませJ

(1949年 6月)が歌われる場面と、そこでの花菱アチャコ

の演技であろう 550 最初は正座して静かにひばりの歌を聞

いていたアチャコは、歌に惹かれて立ち上がり、ついには

踊り出してしまう O ここでも斎藤によって美空ひばりの歌

の力が巧みに視覚化されている。

こうして斎藤寅次郎は f憧れのハワイ航路Jにおいて美

空ひばりを歌の主役のように扱う。この映画でひばりは、

当時のヒット曲としてさらに田端義夫の「玄海ブ戸ルース」

(1949年11月)の 1番を伸びのある声で実に丁寧に歌って

いるほか、題不明の曲を三つほど歌っている。これら題不

明の三曲のうち、岡晴夫のギター伴奏で rT風に吹かれて

消えちゃった'""-'Jと始まる明るいスウイング調の歌は、翌

1951年11月封切の映画fのど自慢三羽烏j(監督・渡辺邦男、

音楽・上原げんと)において津村晶子の演じる主人公が恋

人のための料理を作りながら rT窓の外から口笛を'""-'Jと

口ずさむメロディーとして登場し、二年後の1953年 4月に

藤浦洗・上原げんとという「ひばりの花売娘Jと同じコン

ビによって詩と曲に手が加えられ、美空ひばりの歌う「私

の誕生日Jとしてレコード化される 560

映画『憧れのハワイ航路jはその題名が示すように、あ

くまでも岡晴夫を主人公としたものである。しかし全篇を

通して得られるのは、これは美空ひばりの歌を中心とした

歌謡映画ではないかという印象である。問晴夫との関係に

ついて言えば、なるほど『慣れのハワイ航路Jでひばりは

問のヒット曲は歌っていないが、同の専売特許とも言える

花売娘ものを伸びやかに、かっ丁寧に歌うことによって、

この映画で自分のオリジナル曲「憧れのハワイ航路」を少々

歌い崩すところのある間晴夫を、歌への忠実さという点で

はるかに超えている感じを与える O

3 r東京キッドj

1950年の美空ひばりで注目すべきは同じく斎藤寅次郎の

手になる映画f東京キッドjであろう九そこには去るとこ

ろに趣向が凝らされていて、見る者を本当に飽きさせるこ

とがない。この映画でもひばりは「湯の町エレジーJや「ト

ンコ節J(1949年 l月)といった当時のヒット曲を歌ってお

り、なかでも「湯の町エレジー」は技巧を凝らした古賀政

男の難曲だが、ここでのひばりは 1番だけとはいえ、いと

も軽々と自然に歌いこなしている 580 また川田晴久と歌う

「トンコ節」も、まったく物真似であることを意識させな
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いくらいの自然な歌いぶりを示している。そのため、当時

のコロムビアレコードの文芸部長であった伊藤正憲によれ

ば、 f東京キッドjが封切られると、お客は創唱者・久保幸

江の「トンコ節」ではなく、ひばりの「トンコ節」をくれ

と言ってレコード屈に来たとされる 590

『東京キッドjでは、ひばり最初のヒット曲「悲しき口

笛Jがひばり自身によって歌われる場面がある O そこでは

川田晴久がギターで「悲しき口笛Jのイントロを弾くと、

ひばりが画面に登場する前に、ひばりの歌声だけが間こえ

てくる。ここでの斎藤の演出は、ひばりの歌声だけに観客

の注意を集中させることに向けられている。『東京キッドj

のもう一つの見どころは、占い師に扮したエノケンこと榎

本健一が歌を聞くと踊り出すという場面である。こうした

場面は二笛所ほどあるが、二度目の場面では、ひばりの歌

う「悲しき口笛」に合わせて踊り出し、最後は二階の部屋

の窓から下に落っこちてしまうことになるo r東京キッドj

におけるエノケンの踊りと先にふれた『憧れのハワイ航路j

におけるアチャコの踊りを比べてみるだけでも面白いのだ

が、重要なのは、どちらも美空ひばりの歌の力によって踊

り出すということであろう。言い換えれば、当時の観客は

映画の中に美空ひばりの卓越した歌声を見にきていたので

ある。

4 コピーとミメーシス

『びっくり五人男j以来ほとんど一貫して見られる誕生

期のひばりの丁寧な歌い方、すなわちオリジナルを忠実に

コピーする歌い方は、歌の表面的な要素を模倣しているの

ではなく、その歌が表現しようとするものを忠実に模倣し

ようとしていると言えよう。そこであらためて注目される

のが、プラトンやアリストテレス以来ヨーロツパの芸術論

においてコピーあるいは模倣の根幹にあるミメーシスの概

念である。以下、アリストテレスの『詩学』の岩波文庫版

(松本仁助・間道男訳、 1997年)に付された注釈 (114-115

頁)によれば、プラトンは、「再現jとも訳されるこの概念

を文芸について用いるときに、芸術的模倣、模写によって

つくられた感覚犠は物事の本質(真実)をあらわすことが

できないと考えたのに対して、アリストテレスはミメーシ

スという語をより積極的な意味で使用している。つまり詩

におけるミメーシスの本義は、事物が模写、模倣されてい

るかどうかという点だけではなく、普遍的なこと、起こる

可能性のあること、そうあるべきことを語り、描く点にも

あるとされる。

すなわち、やや拡大解釈気味ではあるが、ここでの詩を

誕生期の美空ひばりの歌声に置き換えてみると、ひばりに

おける笠置シヅ子や同晴夫のコピーは、その身振りや歌い

方を表面的に模倣しているのではなく、原曲が表現しよう

とする精神を再現しようとしているように思われる。そし

てその瞬間にミメーシスの対象としての歌においては、他

人の歌と自分の歌という区別は消え失せる。こうして美空

ひばりは、自分の歌であれ他人の歌であれ、その精神をコ

ピーすなわち再現するオリジナルとなっているのではない

だろうか。この点で興味深いのは、誕生期のひばりによっ

てコピーの対象とされた笠置シヅ子と岡晴夫の歌を前述の

古川ロッパが1949年6月24日の日記で次のように痛烈に批

判していることである。

「今の世の観客層の低下は、ひどいもので、アロハシャ

ツのアンちゃんとパンパンガールが、観客層の大部分に

なってゐる。だから上品なもの、中位なもの皆人気なく、

下品なもの〉み栄えてゐる。笠置シヅ子然り、開晴夫然り

(彼の歌、低俗にして、きくにたえない)0 同じ歌手では、

品のよくなった藤山一郎・二葉あき子皆人気を落してゐ

る。60J 

ここでのロツパは藤山一郎やこ葉あき子に見られるよう

な原曲に忠実な歌い方を重視すると同時に、返す万で笠置

と岡の歌を批判している O すなわちそれは「東京プギウギJ

や「ジャングル・ブギーjを叫ぶようにして歌う笠置シヅ

子であり、「憧れのハワイ航路jにおけるように明るく伸び

る声だけが目立つ両晴夫であったろう。ちなみに笠置と同

の名誉のために言っておくならば、両者とも歌手としての

技巧においては1930年代後半から40年代前半にかけて一つ

の頂点を迎えていたと考えられる 610

『びっくり五人男』でロッパが誕生期のひばりと共演す

るのは、まさにこの批判が書かれた時期である。なるほど、

先に見たようにロッパも誕生期のひばりについては全面的

に肯定していたわけではない。しかしロッパもひばりの歌

の上手さは認めており、それはわれわれも映画の画面から

確認することができる O そしてその上手さとは、原曲のリ

ズムを勝手に崩したりせずに、ひたすら原曲の表現しよう

とする精神を求め、それを忠実に再現する能力であったと

いえよう。

おわりに

『東京キッドj以後の美空ひばりは、もちろんそれまで

と同じく多くの映画に出演するが、人気の高まりとともに

fとんぼ返り道中j0951年1月)や前述の f父恋しjのよう

に自ら主演することが多くなる。それととともに「越後獅

子の歌」や「私は街の子Jrひばりの花売娘Jといった自ら

のオリジナル曲もヒットを重ねる。こうして美空ひばりは

今日のわれわれが普通に考えるような歌手、つまり他人の
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曲をコピーする歌手ではなく自分のオリジナル曲を歌う歌

手という姿で現われることになる。ひばり自身も f河童ブ

ギウギJのレコード以捧1960年代に二葉あき子の「恋の曇

珠紗華J(1948年 7月)など他人のヒット曲をリヴァイヴァ

ルという形でカヴァーするまでは一貫して自分のオリジナ

ル曲だけを歌い、他人が自分のヒット曲をカヴァーするこ

とも認めなかった。しかしながら占領期の美空ひばりの歌

は、こうした形式上のカヴァーすなわちコピーとオリジナ

ルの反別を超えているように聴こえる。なぜなら、先にふ

れたミメーシスの視点を援用するならば、ひばりは自分の

オリジナル曲を歌うときにも、つねにその曲の精神を再現

すべく原作に忠実かつ丁寧に歌っていると思われるからで

あるo

いずれにしても戦前から現在にまで至る長い歌謡曲の歴

史の中で、誕生期の美空ひばりほど歌謡曲におけるコピー

とオリジナルの創造的な関係を、実際に映像という形で見

せてくれる歌手は存在しないといえる O そしてひばりの歌

の力は、第二章で言及された[異様さ」と第三章で確認さ

れた仁仁子さj と相侯って、その後さまざまな人々を惹き

つけることになる。音楽的には誕生期のひばりに曲を作っ

た万城日正や上原げんとをはじめ、服部良一、原六朗、米

Ll!正夫、木下忠司、古賀政男、高木東六、黛敏郎、山田耕

符、船村徹、遠藤実などが挙げられる。

しかし何といっても美空ひばりは映画や舞台など興行的

に見ると探出した存在であり、それを自がけて有象無象の

人々が押し寄せてきたことは言うまでもなし」実際1951年

5月には「美空ひばり後援会Jの発足が発表され、 6月に

は、それまでひばりの実質的なマネージャ}であった福島

通人が}II田晴久らと「新主構プロダクションjを設立し、

7月には後接会機関紙「ひばI)Jが創刊される O そして占

領期の終わる1952年 4月28EJに美空ひばりはそれまで女人

禁制であった歌緯伎座の橋韓台を女性として初めて踏むに

至るのであるが、占領期末期における美空ひばりについて

の考察は今後の課題となろう。

1 J ohann Gottfried Herder: SammtEche Werke. Bd. 

13. Hg. von Bernhard Suphan， Berlin 1887， pp. 

329~330. なお本稿は、筆者が以前から取組んで、いるヘル

ダー研究の応用の試みである O

2 2009年だけでも新井恵美子『美空ひばり 神がくれた

三曲J北辰堂出版、想、田lEr美空ひばりという生き方j

および驚藤慣欝 fひばり缶 蒼寄流言書j

の 3点が刊行されている。ただ、「ひばり本jだけでも!四

百余冊はあるJ(祷藤、前揚書、 362頁)とされる美空ひ

ばり研究を概観するための書誌や研究報告はまだ存在し

ない。
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3 朝呂新聞朝刊、 beon Saturday、2009年10月24日O

4 驚藤、前掲書、帯。

5 以下、美空ひばりに関する伝記的記述は主として竹中

労 (2005)r完本 美空ひばり j(筑摩書房)および大下

英治 (2001)r美空ひばり 不死鳥伝説j (鹿済堂)によ

るO

6 以下、本稿においては映画の題名を rjで、歌の題

名を rJで示す。また( )内の年・月は映画の封切

時期あるいはレコードの発売時期を示す。

7 なお本稿で考察の対象となるひばり映画は fびっくり

五人男jなど DVD化された 6本に限られる O

8 費藤、前掲書、 216頁。

9 この映画(筆者未見〉については、太田米男 (2003)

[美空ひばりの映画f青空天使j(1950年)についてJ(r芸

術J(大阪芸術大学) 26号、 144~158頁)および鈴木義昭

(2005) 1“幻の映画円が再認識させた「戦後J 美空ひ

ばりと斎藤寅次郎監督が描いた“原点"」上・下 (1望星J

Vo 1. 36/5 、 57~63頁、同36/6 、 58~63頁)に詳しい内容紹介

があるが、ひばりの歌声についての言及はない。

10 竹中、前掲書、 25頁。

11 日本の歌謡界におけるカヴァーの問題については、言

葉の意味の変遷も含めて詳細な研究が必要で、ある。

12 ひばりの花売娘jから占領期の終りまでの時期につ

いては、ひばりの専属興行事務所や個人後援会の設立な

ど、ひばりを取り巻く環境が大きく変わるため、別個の

考察を必要とする。

13 これについては、山本武利編(2008~9) r占領期雑誌資

料大系 大衆文化編j(全五巻、岩波書f占)を参照。

14 誕生期のひばりを主としてレゴ}ドに基づいて考察し

た論考としては、 f季刊ノイズj2号「特集・美空ひばり j

(ミュージック・マガジン社、 1989年)に掲載された次

の2点がある。平岡正明「登場時のひばりを論ずJ(31~39 

頁)および田中勝則「聞かれた歌謡歌手としての美空ひ

ばりJ(56~67頁)。

15 東谷護編 (2003)rポピュラー音楽へのまなざし 売

る・読む・楽しむj勤草書房、 -iji頁。

16 方法論についての詳しい議論は、同書所収の増田聡の

論考「ポピュラー音楽研究と音楽学はどう関わるかjを

参照。

17 rポピュラーJという語とポピュラー音楽の複雑な関

係については、同じく同書の山田晴通の論考「ポピュラー

音楽の複雑性jを参照。

18 この問題をめぐる歴史的経緯については f西洋思想大

事典J(平凡社)における[ミメーシスj および「天才」

の項目を参照。

19 オリジナルを絶対視するこうしたロマン主義的主構観



コピーとオリジナルの観点、から見た美空ひばりと占領期の歌謡映画

に疑義が呈せられるのは、周知のようにベンヤミンのf複

製技術時代における芸術作品j0936年)以降のことであ

る。

20 Johann Gottfried Herder: Sammtliche Werke. Bd.2. 

Hg. von Bernhard Suphan， Berlin 1877， p.162. 

21 長門竜也・原信夫(2009)rシャープス&フラッツ物語j

小学館、 159貰。

22 これらの場での音楽活動については、東谷護 (2005)

f進駐軍クラブから歌謡曲へjみすず書房、および森達

也 (2008)rアーニー・パイル劇場とその局辺J(山本武

利編『占領期雑誌資料大系 大衆文化編 1j岩波書庖、

第 6章)を参照。

23 占領期の日本映画については、四方田犬彦(2000)r日
本映画史j集英社、 125-136頁、および佐藤忠男 (2006)

f日本映画史増補版j第二巻、岩波書庖、 159-232頁を

参照。

24 想田、前掲書、 162頁。ちなみに前述の佐藤忠男rEl本
映画史 増補版jの事項索引にも歌謡映画という項目は

ない。

25 岡田喜一郎(2009)r昭和歌謡挟函館 ひばり、裕次郎

とその時代j中央公論新社、 5頁。なお歌謡映画に関する

文献としては、問のものに加えて佐々木淳 他編(1999)

fニッポン歌謡映画デラックス 唄えば天国天の巻 e

地の巻j(全ニ冊、メディアファクトリー)があるが、「戦

後の作品だけでもざっと二00本以上はあるJ(関缶、前

掲書、 403頁)とされるその全貌はまだ明らかにされてい

ない。

26 占領期の歌謡界全体の状況については、菊池清讃

(2008) rrリンゴの唄Jと戦後の気分J(山本武利編、注

22での前掲書、第 2章)を参照。

27 これについては、細川罵平「西洋音楽の日本化・大衆

化 46 流行歌手J(rミュージック・マガジンj1993年

1月号、 122-127頁)を参照。

28 r流行音楽雑誌 ミュジックライブj(新興音楽出版社)

第 6号、 1946年12月、 32頁所載の[業界ニュースjには、

「現在の各社の製造能力はコロムピア五十万枚、テイチ

ク十五万枚、キング十万枚というところで、ポリドー/レ

とピクターはこれよりずっと低位である」と書かれてい

る。

29 竹中、前掲書、 21頁。

30 占領期の1950年 7月13日にひばりがプライベートにJlI

田晴久の伴奏で唄ったこの曲の録音が嬬本治(2003)r/ll 

田晴久と美空ひばりアメリカ公演j(中央公論新社)の特

別付録 CDに収録されており、また映画?とんぼ返り道

中j(1951年 l月)でもひばりはこの曲を歌っている C ち

なみにこの曲の昭和期における影響については、兵頭裕

己 (2000)打声Jの国民国家・日本j日本放送出域協会、

226…229頁を参照。

31 細川周平(1990)rレコードの美学j勤草書房、 66頁。

32 軽音楽j第一巻第一号、軽音楽社、 1946年、 23資。

33 ひばりの自伝f虹の唄J(大日本雄弁会講談社、 1957年、

34頁)には、このときの楽屋で両者が一緒に写っている

写真が掲載されている。

34 服部良一(1993)rぼくの音楽人生j近代文芸社、 250

頁。

35 斎藤寅次郎 (2005)r日本の喜劇王 斎藤寅次郎自伝i

清流出版、 150頁。

36 滝大作・監修(2007)r古川ロッパ 昭和日記く戦後篇>j

(新装版)、品文社、 436頁。

37 この場面は、復刻された DVD版には見られない。

38 美空ひばり、前掲書、 54-56貰。

39 清水瀧冶(1957)rレコード会社J東京ライフ社、192-193

頁0

40 古川ロッパ、前掲響、 11月 2臼付、 509頁。

41 これについては、ほとんどのひばり文献はおいて詳細

に語られている。

42 この間の経緯については、 }II田正子(2001)r童謡は心

のふるさとj東京新聞出版局、第 6章「引退と声楽家へ

の道jを参照。

43 米山文明(1998)r声と日本人j平凡社、 318-326頁0

44 米U1によれば、この時期のひばりの声域は下摂がa

(ラ)または g(ソ)まで使っており、これは大人のソプ
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るものであるが、それは後の fゴジラJJ (1954年日月)に

おける大戸島の暴風雨の場面を雰需とさせる。

46 美空ひばり、前掲書、 33真。

47 私見では、ひばりがレコードにおいて自分の声を音程

の確かさや音の強弱の点で完全にコントロールできるよ

うになるのは「越後獅子の歌J(1950年12月)においてで

ある O

のB蕗とし48 レコードでは[悲しき

歌っている 0

49 これは米山の前掲書、 320頁によれば

声と裏声の転換〉Jと呼ばれる G

片
山

十
z

，

50 向の曲数が少ないのは、向じく

した f男の涙jで間のオリジナル曲ばかり 12曲が歌われ

ていることとも関係していると思われる

51 ルンバの日本における受容については、細川罵平「話

日本化・大衆化 38 ルンバJaミュージック・

マガジンj1992年 5月号、 156-162頁

52 これについては、細川馬平「西洋音楽の日本化・大衆
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化 42 大陸Jaミュージック・マガジンj1992年 9月

号、 152-157頁)を参照。

53 東奥日報社編(2007)rあおもり はやり歌人もょう j

東奥日報社、 115頁、および岡田、前掲書、 95頁。

54 映画で実際に歌われるのは「私は街の子」と「父に捧

ぐる歌J(1952年 2月)である。

55 この場面の写真は『美空ひばり映画コレクションJ(キ

ネマ匂報別冊 8/14号、 1994年)の43頁に掲載されてい
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57 この映画は題名からも明らかなように、貧困のために

子が親に捨てられという点でチャップリンの『キッドj

を下敷きにしている O

58 創唱者・近江俊郎が[湯の町エレジーjを歌う姿は、

映画『影を慕いてj (1949年12月)において見られる O
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ルパム』、私家版、 187頁。

60 古川ロッパ、前掲書、 468頁。

61 笠置については、細川周平(2005)r笠置シヅ子のスウィ
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境と混清j、国際日本文化研究センター共同報告、 17-36

頁を、また悶については先の「ひばりの花売娘Jの項を

参照。
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Abstract 

Y oichiro SHIMADA 

Misora Hibari (1937-89)， one of Japan's best-known singers in the postwar years， began singing in 

1949， when she was only 12 years old. She appeared in film for the first time at age 12. The first period 

of her musical activities overlaps with the occupation period from September 1945 to April 1952. 日ibari

sings songs of other established singers in many J apanese musical movies. Her performances fostered her 

reputation as one who doesn't imitate others， even as she imitates others. This apparently paradoxical 

reputation raises the problem of the copy and the original that has been much discussed in the theory of 

art in Europe. 

This paper attempts to show that the relation between the copy and the original in Hibari is not a 

dichotomous one， but one of complementarity. The first chapter examines disparities between the adult 

singing of Hibari and her girlish appearance in films; the second chapter discusses the characteristic 

elements of Hibari's singing in musical movies; and the third chapter considers the issue of copy and 

original in relation to the concept of mimesis that lies at the root of this problem. 
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